
 

上郡町議会定例会一般質問の内容 

 

 

２月 27日（金）に議会運営委員会を開催し、一般質問の通告内容については別紙のとお

りと決めた。議会中継はケーブルテレビでも放送。 

 

 

 

■内容　一般質問通告書及び質問事項　　　別紙のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■問い合わせ先 

部署：上郡町議会事務局 

住所：赤穂郡上郡町大持 278 番地 

TEL：0791-52-3512　FAX：0791-52-6650

 
記者発表資料

 発表年月日 送信枚数 発信元
 

令和８年２月 27日
７枚 

（本紙含む）
上郡記者クラブ事務局　担当：植田 
TEL：0791-52-1112　FAX：0791-52-5172

さわやかに歴史と未来の出逢うまち 上郡町
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令和８年３月上郡町議会定例会　一般質問通告書及び質問事項 

 

 

 

 

 

 

 

 
質　問　者 質　問　の　要　旨 掲示物

答弁を 

求める者

 １　田渕　千洋 ⑴　施政方針について 

　①　「子育てするなら上郡町」の取組を問う。 

（１頁) 

　②　「町民が幸せを実感できるまちづくり」につい

て問う。（２頁) 

　③　「若者・女性を惹きつけ新たに挑戦できるま

ち」、「働きながら安心して暮らせる町」とは、取

組を問う。（４頁)

－ 町　長

 ⑵　予防医療について 

　・　ＨＰＶワクチン接種の現状と課題・啓発につい

て問う。

－ 町　長

 
質　問　者 質　問　の　要　旨 掲示物

答弁を 

求める者

 ２　木村　公男 ⑴　施政方針ついて 

　①　安心・安全な暮らしの基盤整備について 

（３・14 頁） 

「高齢者の安全安心対策：幹線道路や主要交

差点などに防犯カメラを増設し、地域の見守り

機能を強化します」とあるが、詳細を問う。 

　②　幸せで笑顔あふれるまちづくりについて 

（７頁） 

　　　　「福祉の分野では、“相談支援”の総合窓口の

仕組みを整えます。国の重層的支援体制整備事

業に基づき、基幹相談支援センターを新設し、

多機関連携と専門相談を強化します」とある

が、詳細を問う。 

　③　町民と共に創る持続可能なまちづくりについて

（16 頁） 

　　　　「町営住宅を活用した移住体験住宅の提供に

より、…移住の「最初の一歩」を支援します」

とあるが、詳細を問う。

－ 町　長
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質　問　者 質　問　の　要　旨 掲示物

答弁を 

求める者

 ３　佐野　廣一 ⑴　施政方針について 

　①　安心・安全な暮らしの基盤整備について（３頁） 

　　　　物価高騰対応の「物価高騰対応重点支援地方

創生臨時給付金を活用し、町民生活の安定を図

る」とあるが、その給付金の詳細及び「災害時

の避難所拠点となるスポーツセンター、中学校

体育館等の空調設備の整備に着手し、安全で快

適な避難所の環境を確保する」とあるが、その

詳細を問う。 

　②　にぎわいと活力あるまちづくりについて 

（11 頁） 

　　　　商工業分野で「物価高騰や人件費上昇の影響

を受ける事業者の資金繰りを下支えするため、

利子補給制度を新設し、設備投資や事業承継、

創業等、新たにチャレンジする事業者の負担軽

減を図る」とあるが、その詳細を問う。 

　③　持続可能な町政運営について（17 頁） 

　　　　「ふるさと納税については、ＰＲ強化に加え、

登録事業者の継続支援や体験型を含む返礼品

のバリエーションの拡充により寄附金の増額

を目指し、自主財源の確保に努める」とあるが、

その詳細を問う。

－ 町　長

 ⑵　上郡町の窓口・電話応対 75 分間短縮について 

　①　時間短縮の理由及び周知時期、周知方法、短縮

時間内の住民の利用実績、周知後の住民からの苦

情の有無を問う。 

　②　近隣市町の窓口の応対時間を考慮したのか問う。

－ 町　長

 ⑶　上郡町の農業状況について 

　①　上郡町の農業生産額は県下で第５位（2023 年）

となっているが、生産額の内訳及び懸念材料はな

いのか問う。 

　②　オーガニックビレッジを令和６年５月に宣言した

が、農業生産の新生産品や開発はできたのか問う。 

　③　オーガニックビレッジの上郡の未来を考え、有

機農業による地域活性化策及び地域農業塾につ

いて問う。 

④　オーガニックビレッジでは生産→加工→広域

流通が大事であるが、町の支援策を問う。

－ 町　長
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質　問　者 質　問　の　要　旨 掲示物

答弁を 

求める者

 ４　柳川　貴洋 ⑴　施政方針について 

　①　若者や子育て世帯に対する移住・定住支援策を

問う。（16 頁） 

　②　持続可能な行財政運営の実現に向けたＤＸ（デ

ジタル・トランスフォーメーション）の推進を問

う。（17 頁）

－ 町　長

 ⑵　本庁内における生成ＡＩの業務への活用について 

　①　現状の本庁内における生成ＡＩの活用状況を問う。 

　②　利用を進める中で発生している課題を問う。 

　③　今後のさらなる活用に向けた方向性を問う。

－ 町　長

 
質　問　者 質　問　の　要　旨 掲示物

答弁を 

求める者

 ５　井上　としひろ ⑴　梨ケ原・西有年産業廃棄物最終処分場建設問題について 

　①　町長は梨ケ原・落地地区の賛成派住民の気持ち

や意見を聞くべきだと思うが、その可否を問う。 

　②　町長は一貫して梨ケ原・西有年産廃最終処分場建

設に反対されているが、上記地区住民に町長の率直

な思いを伝えるべきだと思うがその可否を問う。

－ 町　長

 ⑵　ヅリ山問題の債権回収状況について 

　・　債権回収の進捗状況を問う。
－ 町　長

 ⑶　コミュニティバス利用者向けの駅前待合所について 

　・　コミュニティバスの利用者が行きはいいが、帰

りは運行の連絡の都合で長時間待たされること

がある。その時間の待合スペースを駅前付近で確

保してはどうかを問う。

－ 町　長

 ⑷　「マルシェの街上郡」を新たな観光資源に 

　・　各地で多くのマルシェが開催されている。上郡

町内でも定期的に行われているものもある。 

　　　町内にはマルシェを開催するスペースがある。

そこにトイレを整備し、広くマルシェに利用さ

せ、将来は毎週土日町内のどこかでマルシェが開

催されるような「マルシェの街上郡」を目指して

はどうか問う。

－ 町　長
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質　問　者 質　問　の　要　旨 掲示物

答弁を 

求める者

 ６　立花　照弘 ⑴　コウノトリ保護条例を制定する気はあるか。 

　①　コウノトリ保護のため、今までの町長の取組を問う。 

　②　今後のコウノトリを保護するための施策を問う。 

　③　町長に条例制定の提案をして１年を経過する

が、条例制定をする気はあるかを問う。 

　④　条例制定の問題点は何かを問う。

－
町　長 

教育長

 ⑵　施政方針について 

　①　上郡ワイン等農産品活用特区促進事業支援に

ついて（５・12 頁） 

・　上郡ワイン等農産品活用特区促進事業支援の

目的と効果について問う。 

・　他の事業、特産品開発支援・イベント支援事

業等との違いは何かを問う。 

・　ワインを製造するには原料となるブドウの生

産が必要であるが、生産との連携について問う。 

②　産業廃棄物最終処分場建設問題について(20 頁） 

・　住民投票後、県への意見書提出、事業者への

建設反対の要望書の提出等がみられたが、それ

以降の活動について問う。 

・　備前市、赤穂市、上郡町が連携して反対して

いるというが、協議内容は非公開であると言い

続けている。本当に活動しているのか問う。 

・　今後の反対運動の具体策を問う。

－ 町　長

 
質　問　者 質　問　の　要　旨 掲示物

答弁を 

求める者

 ７　澤田　正治 ⑴　施政方針について 

①　子育て環境のさらなる充実、「子育てするなら

上郡町」について 

・　自然環境と教育・文化環境が「子どもの育

ち」・「子育てするなら上郡町」に繋がってくる

と思うが、見解を問う。(８・９頁） 

　　・　自然環境について「「千種川に代表される上

郡町の魅力である類いまれな自然環境を大切

にしたい」という町民の思いを尊重」とあるが、

子細を問う。(20 頁） 

・　「アフタースクールの構築」、「シビックプラ

イドの醸成」についてその子細を問う。（２・

８・15 頁) 

－
町　長 

教育長
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 ・　「中学校部活動の地域展開に向け、検証を進

めてまいります」とあるが子細を問う。（９頁） 

②　高齢者の安全安心対策について 

　　・　認知症カフェの開設支援の子細を問う。（７頁） 

③　有機農業に関する施策について 

　　・　有機農業を推進していくための全体像を問う。 

　　・　上郡産の無農薬米による給食について、もっ

と量を増やせないか問う。（１頁)

 ⑵　施政方針に記載のない事項について 

　①　就任以来施政方針のまとめの部分で「少子高齢

化による人口減少、厳しい財政状況」との記載が

あったが本年度にはない、解消したということか

子細を問う。 

　②　「外国人労働者の移住に関して」の記載がない

が、何か理由があるのか問う。

－ 町　長

 ⑶　施政方針について 

・　産廃最終処分場計画について 

　　「産廃最終処分場計画については、県や近隣

市町とも連携を密にしながら、引き続き全力で

対応してまいります」とあるが、取組の策はあ

るのか問う。(20 頁）

－ 町　長

 
質　問　者 質　問　の　要　旨 掲示物

答弁を 

求める者

 ８　米田　浩樹 ⑴　産廃最終処分場計画地での新たな動きについて 

①　論気谷でのボーリング調査の目的は何か問う。 

②　拡幅計画の管理路が通る保安林の目的は何か問う。 

③　論気上池、下池は。災害防止に役立っているか問う。 

④　梨ヶ原川の氾濫状況と河川やため池の管理の

変化を問う。 

⑤　ため池工事に関して町から申入れをするか問う。 

⑥　「事前協議書」と異なる進入路には、県に意見

を言うのか問う。

有 町　長

 ⑵　アフタースクールで夢をひらく教育を（２頁） 

①　上郡町の教育の良さをアフタースクールにど

のように反映させるのか問う。 

②　学校教育や学童保育との関係はどうなるのか

問う。 

③　習い事やスポーツクラブとの関係を問う。 

④　スクールバスやコミュニティバスを活用して

－ 教育長
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 小学校区の枠を超えた活動ができないか問う。

 ⑶　「上郡ブランド」で移住者を増やそう（４頁） 

①　「有機ＪＡＳ」「ひょうご○○ブランド」の効果

を問う。 

②　上郡町の類い稀な自然環境をアピールできて

いるか。 

・　ふるさと納税返礼時の上郡町のアピールを問

う。 

③　「上郡ブランド」の狙いは何か問う。 

④　「上郡ブランド」の販路はどうするのか問う。 

⑤　農業者を巻き込む方策を問う。 

⑥　農業以外への「上郡ブランド」の拡大を問う。 

（モロどん、ダムカレー、風景、寺社、古民家、

街並み） 

⑦　Ｕ、Ｉ、Ｊターンを獲得する時に何をアピール

するのか問う。 

⑧　町をあげて「上郡ブランド」の発信をすべきで

はないか問う。 

（町内業者、町内諸団体、個人の協力）

有 町長

 
質　問　者 質　問　の　要　旨 掲示物

答弁を 

求める者

 ９　井口　まさのり ⑴　施政方針について 

　①　歴史・文化の発信について問う。(10 頁） 

　②　「行財政改革推進プラン」について問う。(17 頁) 

　③　「第３庁舎のあり方検討事業」について問う。

（17・18 頁） 

　④　産業廃棄物最終処分場建設計画について問う。

（20 頁） 

　⑤　企業誘致と雇用促進、創出が消えているが、忘

れているのか、必要ないのか問う。

－
町　長 

教育長

 ⑵　県議会議員選挙区の見直しについて 

　・　町長の考え方を問う。
有 町　長


